
48

ニュース･玉川大学ミツバチ科学研究施設から

ミツバチ科学研究施設
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NHKでの放映

NHKスペシャル ｢生命,40億年はるかな旅｣が

1994年 11月24[]に放映された.

番組の中でミツバチが取り上げられ,ニホンミツ

バチの防衛行動や収穫ダンスが紹介された.この撮

影には,玉川大学昆虫研究室,ミヅバチ科学研究施設

が全面的に協力.佐々木正己教授による解説,説明が

行なわれた.

番組に関連した内容は,NHK出版から｢生命,40

億年はるかな旅4.奇跡のシステム "性"昆虫たちの

情報戦略｣として販売されている (3200円).

編集後記

昨年はスズメバチの異常発生がみられたが,阿

部博士からは,スズメバチ･パワーの秘密ともい

える幼虫の唾液成分の寄稿を受けた.現在,人工ス

ズメバチ唾液の臨床実験も進められ,ヒトについ

ての作用については興味深いところである.坂氏

にはスズメバチの防除だけではなく,研究者にも

愛用されている防護服の開発の経緯を,本学の卒

業生でのある氏永氏には,撃退スプレーについて

解説いただいた.毎年数回,ヨーロッパに足を運ば

れ施設栽培の技術向上に力を注いでいる岩崎氏か

らマル-ナバチの導入について,福田氏からはミ

ツバチランを求めた雲南一人旅について紹介いた

だいた. (忠)


